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2024 年 8 月 19 日（月）、第 34 回学術集会の会場である、京王プラザホテル ５階 コ

ンコードAにて、対面開催と Zoomによるオンラインのハイブリッドで開催され、約 100

名の方に参加いただきました。 

2024 年度のナーシングカフェは、「看護ってどんな仕事？」と題し、開催地である東京

都にある、愛国学園高校看護科と都立若葉総合高等学校人間探究系列に在学する高校生

が、それぞれの看護に関する学習体験を報告してくださいました。 

実際に看護師をめざして看護科で学ぶ愛国学園高校の生徒さんからは、実習を通して看

護の楽しさを知り、より看護を好きになったことが報告されました。 

都立若葉総合高等学校の生徒さんからは、看護や介護、医療や福祉の授業を通して、身

近な看護師へのあこがれや興味で授業を受けていたけれども授業後は仕事の大変さや人の

命の重さを理解し、看護師に対するイメージの変化があったことが報告されました。 

ディスカッションの時間では、参加した高校生や高校の先生からの質問もあり、報告し

た高校生との対話が弾みました。 

 

参加した方の感想の抜粋 

●参加した高校生の感想 

・同世代の人達が素晴らしい取り組みをしていることに、とても感動をした（中略）。受け

答えの内容も言葉遣いも素晴らしく、見習いたいと思いました。とても内容のある時間で

した。 

・同じ高校生として、看護に対する様々な考えや向き合い方を知ることができた良き機会

でした。 

●学会員の感想 

・高校生の真摯でひたむきさにふれ、自分も頑張ろうと思いました。 

・看護職ですが、高校生の感想を聞いて、改めて、新鮮な気持ちで看護を見ることができ

ました。 

●非学会員 

・高校生のキラキラした学びを感じることができました。わたしの学校の学生は、実習に

なると技術に偏りがちですが、患者さんを見るということが個別性ある関わりになるのだ

と思いました。 

・自分の看護の原点となる想いをしっかりと持ち歩んでいる姿に、繋がっていく嬉しさと

高校生の頼もしさを感じました。これから目指す高校生との交流がよかったです。 

 



 


